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〔要旨〕 

１．道路の老朽化に関する取組み 

国土交通省では省内に設置されている、社会資本整備

審議会での審議内容や笹子トンネル天井板落下事故等を

踏まえ、平成２５年を「メンテナンス元年」と位置付け、

緊急点検・集中点検を実施し、さらに、本格的な道路メ

ンテナンスに舵を切るための取組みに着手している。平

成２５年には、道路法が改正。道路管理者は、道路の点

検を行う義務があることが明確化された。平成２６年３

月には、道路法施行規則として定期点検の技術基準が公

布され、適正な知識と技能を有するものが近接目視と健

全性の診断を行うことが義務化された。そして、補足や

診断のための参考資料を技術基準に加えた定期点検要領

が同年６月に全国の道路管理者に通知されている。 

点検の義務化の他に、国土交通省に置かれている社会

資本整備審議会道路分科会から平成２６年４月に「道路

の老朽化対策の本格実施に関する提言」が発出され、道

路管理者が道路の老朽化対策の本格実施に向けて、目指

すべき方向性が示された。その具体的な取組みとして、

点検・診断・措置・記録のメンテナンスサイクルを確定

すること、予算・体制・技術を組み合わせ持続的なメン

テナンスサイクルを回す仕組みを構築していくことが必

要とされている。 

 

２．関東地方整備局管内の現状 

関東地方整備局では、３２７２橋の橋梁（延長２ｍ以

上）、８３箇所のトンネル（山岳トンネル）を管理してい

る。その多くは、高度経済成長期（１９５５年から１９

７３年）に建設されており、２０３６年には橋梁は６５％、

トンネルは７１％が建設後５０年を超え、多くの道路施

設が高齢化を迎えることとなる。 

 

３．関東地方整備局の取組み 

このような、道路施設の老朽化に備え、関東地方整備

局では、平成２１年度に老朽化対策を推進するために道

路構造物保全専門の組織を設置。また、出先機関の国道

事務所にも保全担当従事者である道路構造保全官を配置、

さらに戦略的な維持管理・更新を実現するための組織で

ある関東維持管理技術センターを設置している。また、

計画的に対策を行うことによる道路施設の長寿命化、ラ

イフサイクルコストの縮減、維持管理費用の平準化を行

うための修繕計画を策定し、損傷が深刻化した後に大規

模な修繕を行う事後保全型の管理から、損傷が深刻化す

る前に対策を実施する予防保全型の管理に切り替えるこ

とで、補修に要する費用の縮減に取組んでいる。 

 

４．地方公共団体への支援 

全国にある約７３万橋の道路橋のうち、７割以上とな

る約５２万橋は地方公共団体が管理している。また、地

方公共団体が管理する橋梁では、老朽化の進行等により、

通行止め等の通行規制を実施している橋梁数が急激に増

加している。さらに、町の約３割、村の約６割で橋梁保

全業務に携わっている土木技術者が存在しておらず、地

方公共団体の橋梁点検要領では、遠望目視による点検も

多く（約８割）、点検の質にも課題がある。こうした、地

方自治体等が抱える課題に対して、国が各都道府県と連

携して、支援する体制を整えるため、都道府県ごとに「道

路メンテナンス会議」を設置し、運営している。「道路メ

ンテナンス会議」では関係機関の連携による検討体制を

整え、課題の状況を把握・共有し、効果的な老朽化対策

の推進を図ることを目的としているほか、点検技術の向

上のため、地方自治体職員を対象とした点検講習会や現

場実習を実施している。 

また、地方公共団体への支援の一つとして、点検等に

際して緊急かつ高度な技術力を要する可能性が高い橋梁

等について、地方公共団体の技術力等に鑑みて、社会的

に重要な施設や老朽化が激しい施設は、国が地方整備局

の職員等で構成する「道路メンテナンス技術集団」を派

遣し技術的な助言を行う直轄診断に取り組んでいる。 

 

５．おわりに 

今後、メンテナンスサイクルを回していく中で、新た

な課題や新技術の開発も予想されることから、全道路管

理者の取組み状況も踏まえつつ、メンテナンスのセカン

ドステージへ向けた点検基準や支援策の見直し等を含め

た対応について、引き続き検討することが必要である。 
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１．道路の老朽化に関する取組み 経緯

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本格的な道路メンテナンスの契機となった山梨県にある中央自動車笹子トンネル内の天井板落下事故は、吊り金具により支持されていた天井板が落下し車両３台が下敷き、うち２台が火災となり焼損し、死者９名、負傷者２名の大規模な事故。落下の原因は、吊り金具のアンカーボルトの経年劣化。道路管理者である中日本高速道路(株)は吊り金具のアンカーボルトの点検を怠っていた。遺族らによる裁判では、「アンカーボルトが経年劣化していることは認識可能で、事故の可能性は予見できた」「適切な点検で不具合が見つかっていれば抜本的な対策が取られていたはずで、事故は回避できた」との判決がされ、中日本高速会社の過失を認めました。



１．道路の老朽化に関する取組み 道路管理者の義務の明確化

3

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
笹子トンネルのような悲惨な事故が二度と起きないよう、道路管理者に対して道路構造物の５年に１度の頻度で近接目視を行うことを義務付けました。全国で道路橋は約７３万橋、トンネルは約１万本あり、その他に横断歩道橋や大型カルバートなど数多くの道路構造物がこの点検の対象となっています。さらに、点検では統一的な尺度で健全度の判定区分を設定し、診断を実施します。この判定区分は、４段階に区分され健全度が悪いほうから、判定区分Ⅳの緊急措置段階、判定区分Ⅲの早期措置段階、判定区分Ⅱの予防保全段階、判定区分Ⅰの健全となっています。
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１．道路の老朽化に関する取組み 定期点検要領の通知

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
写真にあるのが平成２６年に新しく出された点検要領です。円滑な点検・診断の実施のため、主な変状の着目箇所、判定事例写真等を加えたものをとりまとめています。



１．道路の老朽化に関する取組み
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道路の老朽化対策の
本格実施に関する提言

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
法による義務化の他に、国土交通省に置かれている社会資本整備審議会道路分科会から平成２６年４月に「道路の老朽化対策の本格実施に関する提言」が発出された。この提言書は、道路管理者が道路の老朽化対策の本格実施に向けての目指すべき方向性が謳われています。大きく２つに分かれており、１つ目は点検→診断→措置→記録のメンテナンスサイクルは、道路管理者の責任であることを認識し、推進していくこと。２つ目はメンテナンスサイクルを持続的に回すため、予算、体制、技術を組み合わせ、取り組むべきであること。これらを受け、道路管理者はリソースを全て投入し、総力をあげて本格的なメンテナンスサイクルを始動する【道路メンテナンス総力戦】を行っています。
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１．道路の老朽化に関する取組み
道路の老朽化対策の

本格実施に関する提言

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
目指すべき方向性の具体内容ですが、１つ目のメンテナンスサイクルに関してですが、点検は先ほど述べたように５年に１度の近接目視を行うことが義務付けられています。次のステップの診断も統一的な４つの判定区分で診断することになっています。措置は、点検・診断の結果に基づき計画的な修繕を実施し、必要な修繕ができない場合は、通行規制や通行止めの措置を実施。利用状況等を踏まえ、集約化・撤去も考慮。最後のステップの記録は、点検・診断・措置の結果をとりまとめること、それを公表することとしています。また、点検へと戻り同様のサイクルを回します。



１．道路の老朽化に関する取組み

点 検

措 置

記 録 診 断

教育・研修の充実

状況把握・課題解決
（情報共有の場）

メンテナンス年報

データーベース化

メンテナンス
サイクル

○メンテナンスサイクルは、「点検→診断→措置→記録」で構成され道路管理者の責任で
あることを認識し推進。

○メンテナンスサイクルを持続的に回すために、多方面からの支援方策の確立。

7

メンテナンスサイクルと回す仕組み

道路メンテナンス会議等

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
いままで話してきましたとおり、点検→診断→措置→記録のメンテナンスサイクルを道路管理者の責任で回していく。さらにことで老朽化対策を確実に実を結ばせるため、メンテナンスサイクルを回す仕組みとして多方面からの支援を実施していく。



２．関東地方整備局管内の現状（橋梁）

○関東地方整備局が管理する道路橋は３，２７２橋（溝橋含む）。 ※１
○全体の約３２％にあたる約１,０４０橋が高度経済成長期（１９５５年～１９７３年）に建設。
○２０年後には、建設後５０年以上経過した割合が６５％まで急激に増加。

建設年度別の橋梁箇所数の分布

建設後５０年以上の橋梁箇所数の割合

建設後の経過年数内訳
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10年未満

177橋(5%)

10～19年

314橋(10%)

20～29年

506橋

(15%)

30～39年

640橋

(20%)

40～49年

683橋

(21%)

50年以上

807橋

(25%)

不明

145橋(4%)

全橋梁
3,272橋

※橋長2m以上対象
(平成29年3月31日現在)

【20年後】(2036年)【10年後】（2026年）

※１ 平成２９年３月３１日時点

橋梁箇所数累積

橋長15m以上

橋長15m未満

凡 例

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、関東地方整備局での状況を説明します。関東地方整備局管理の橋梁は、約３,３００橋あります。このうち、約３０％にあたる約１,０００橋が高度経済成長期と言われる１９５５年から１９７３年に建設されました。そのため、現在５０年以上経過している橋梁が２１％あるのですが、１０年後には４３％、２０年後には６４％まで急激に増加します。


Graph1

		建設後５０年以上の橋梁

		建設後５０年未満の橋梁



50年越え1,490橋
46%

50年以下1,782橋
54%

1490

1782



データ

		関東地方整備局が管理する路線別の橋梁箇所数（橋長２ｍ以上） カントウチホウセイビキョクカンリロセンベツキョウリョウカショスウキョウチョウイジョウ

		路線名 ロセンメイ		Ｒ１		Ｒ４		Ｒ６		Ｒ１４		Ｒ１５		Ｒ１６		Ｒ１７		Ｒ１８		Ｒ１９		Ｒ２０		Ｒ５０		Ｒ５１		Ｒ５２		Ｒ１２６		Ｒ１２７		Ｒ１２９		Ｒ１３８		Ｒ１３９		Ｒ２４６		Ｒ２５４		Ｒ２９８		Ｒ３５７		Ｒ４０９		中部横断 チュウブオウダン		その他 タ		合計 ゴウケイ

		橋梁数 キョウリョウスウ		118		301		194		21		27		381		426		259		113		401		192		73		110		17		51		2		8		33		186		6		164		150		9		22		8		3,272

		【根拠資料】→01道路橋_80国_20170904

		橋種別の橋梁箇所数 キョウシュベツキョウリョウカショスウ

		管理
橋梁計 カンリキョウリョウケイ		鋼橋 コウキョウ		ＰＣ橋 ハシ		ＲＣ橋 ハシ		石橋 イシバシ		溝橋
(ｶﾙﾊﾞｰﾄ) ミゾバシ		その他 タ				←ＰＣ橋871橋の内、溝橋欄に○印がある69橋を除いた802橋を計上。 ハシハシウチミゾバシランシルシハシノゾハシケイジョウ

		3,272		1,375		802		481		1		588		25				←ＲＣ橋568橋の内、溝橋欄に○印がある87橋を除いた481橋を計上。 ハシハシウチミゾバシランシルシハシノゾハシケイジョウ

		（100%）		（42%）		（24%）		（15%）		（0%）		（18%）		（1%）				←溝橋588橋の内訳、溝橋欄に○印がある581橋、橋種がＢＯＸで溝橋空欄が7橋を追加計上。（BOX_432橋、PC橋_69橋、RC橋_87橋） ミゾハシハシウチワケミゾバシランシルシハシキョウシュミゾバシクウランハシツイカケイジョウハシハシハシハシハシ

														（平成29年3月31日現在） ヘイセイネンガツニチゲンザイゲンザイ				←その他25橋の内訳、RC,BOXが1橋、RC,PCが6橋、SRCが5橋、鋼,PCが10橋、鋼,RCが3橋を計上。 タハシウチワケハシハシハシハガネハシハガネケイジョウ

		【根拠資料】→【関東】■＜個別施設橋梁リスト＞長寿命化修繕計画（平成29年度版） コンキョシリョウ																←ＰＣ橋の率は、個別に計算すると24.51％≒25％となるが、全体を100％とするため24％に調整。 ハシリツコベツケイサンゼンタイチョウセイ

		※１）１つの橋で橋種が複数の場合は、「その他」として計上しています。 ハシキョウシュフクスウバアイタケイジョウ

		※２）溝橋（ｶﾙﾊﾞｰﾄ）は、橋長２ｍ以上かつ土被り１ｍ未満を計上しています。 ミゾバシキョウチョウイジョウドカブミマンケイジョウ

		構造形式別の橋梁箇所数 コウゾウケイシキベツキョウリョウカショスウ

		管理
橋梁計 カンリキョウリョウケイ		桁橋 ケタハシ		床版橋 ショウバンハシ		トラス橋 ハシ		アーチ橋 ハシ		ラーメン橋 ハシ		BOX
ｶﾙﾊﾞｰﾄ		その他 タ

		0

		（0%）		（0%）		（0%）		（0%）		（0%）		（0%）		（0%）		（0%）

																（平成年月日現在） ヘイセイネンガッピゲンザイ

		※１）１つの橋で構造形式が複数の場合は、「その他」として計上しています。 ハシコウゾウケイシキフクスウバアイタケイジョウ

		※２）「橋梁箇所数の内訳」については、Ｐ○○を参照。 キョウリョウカショスウウチワケサンショウ

		橋長階級区分別の橋梁数・延長 キョウチョウカイキュウクブンベツキョウリョウスウエンチョウ																																				100m以上の橋梁の割合 イジョウキョウリョウワリアイ

		区分 クブン		15m未満 ミマン				15～20m未満 ミマン				20～30m未満 ミマン				30～50m未満 ミマン				50～100m未満 ミマン				100～200m未満 ミマン				200m以上 イジョウ				合　　計 アケイ

		橋梁数 キョウリョウスウ		1,145 橋				244 橋				426 橋				436 橋				415 橋				238 橋				368 橋				3,272 橋						606 橋

		橋梁数比率 キョウリョウスウヒリツ		35%				8%				13%				13%				13%				7%				11%				100%						18%		19%		を7%+11%=18%に調整 チョウセイ

		累計延長 ルイケイエンチョウ		8,224.3 ｍ				4,248.2 ｍ				10,356.7 ｍ				16,470.7 ｍ				29,651.8 ｍ				32,958.2 ｍ				172,388.4 ｍ				274,298.3 ｍ						205,347 ｍ

		橋梁延長比率 キョウリョウエンチョウヒリツ		3%				2%				4%				6%				11%				12%				63%				100%						75%

		【根拠資料】→01道路橋_80国_20170904

		区分 クブン		15m未満		15～20m
未満		20～30m
未満		30～50m
未満		50～100m
未満		100～200m
未満		200m以上

		橋梁数比率 キョウリョウスウヒリツ		35%		8%		13%		13%		13%		7%		11%

		橋梁延長比率 キョウリョウエンチョウヒリツ		3%		1%		4%		6%		11%		12%		63%				←合計を100%にするため、15～20m未満を２％から１％に調整 ゴウケイミマンチョウセイ

		建設年度別橋梁数 ケンセツネンドベツキョウリョウスウ

				橋長１５ｍ以上 キョウチョウイジョウ		橋長１５ｍ未満 キョウチョウミマン		全体数 ゼンタイスウ		累計数 ルイケイスウ		割合 ワリアイ		橋梁箇所数累計 キョウリョウカショスウルイケイ												50年以上 ネンイジョウ

		1911		1				1		1		0.03%		0.03%

		1912						0		1		0.00%		0.03%

		1913						0		1		0.00%		0.03%

		1914						0		1		0.00%		0.03%

		1915						0		1		0.00%		0.03%

		1916						0		1		0.00%		0.03%

		1917				1		1		2		0.03%		0.1%

		1918						0		2		0.00%		0.1%

		1919						0		2		0.00%		0.1%

		1920						0		2		0.00%		0.1%

		1921						0		2		0.00%		0.1%

		1922				1		1		3		0.03%		0.1%

		1923				1		1		4		0.03%		0.1%

		1924				1		1		5		0.03%		0.2%

		1925				1		1		6		0.03%		0.2%

		1926		4		7		11		17		0.34%		0.5%

		1927		3		2		5		22		0.15%		0.7%

		1928				1		1		23		0.03%		0.7%

		1929		2		6		8		31		0.24%		1.0%

		1930		4		2		6		37		0.18%		1.1%

		1931				9		9		46		0.28%		1.4%

		1932		3		11		14		60		0.43%		1.8%

		1933		5		27		32		92		0.98%		2.8%

		1934		2		5		7		99		0.21%		3.0%

		1935		1		3		4		103		0.12%		3.2%

		1936		2		3		5		108		0.15%		3.3%

		1937		2		3		5		113		0.15%		3.5%

		1938		3		7		10		123		0.31%		3.8%												807

		1939		1		1		2		125		0.06%		3.8%

		1940		3		7		10		135		0.31%		4.1%

		1941				2		2		137		0.06%		4.2%

		1942				6		6		143		0.18%		4.4%

		1943						0		143		0.00%		4.4%

		1944				1		1		144		0.03%		4.4%

		1945				7		7		151		0.21%		4.6%

		1946						0		151		0.00%		4.6%

		1947		1		2		3		154		0.09%		4.7%

		1948				7		7		161		0.21%		4.9%

		1949		3		6		9		170		0.28%		5.2%

		1950		2		4		6		176		0.18%		5.4%

		1951		1		2		3		179		0.09%		5.5%

		1952		4		4		8		187		0.24%		5.7%

		1953		4		4		8		195		0.24%		6.0%

		1954		2		13		15		210		0.46%		6.4%

		1955		7		28		35		245		1.07%		7.5%				1955年～1973年に
かけて建設
された橋梁 ネンネンケンセツキョウリョウ

		1956		5		13		18		263		0.55%		8.0%

		1957		7		32		39		302		1.19%		9.2%

		1958		22		16		38		340		1.16%		10.4%				1,041

		1959		15		14		29		369		0.89%		11.3%				32%

		1960		21		31		52		421		1.59%		12.9%

		1961		12		28		40		461		1.22%		14.1%

		1962		27		36		63		524		1.93%		16.0%

		1963		32		29		61		585		1.86%		17.9%

		1964		37		31		68		653		2.08%		20.0%

		1965		15		25		40		693		1.22%		21.2%

		1966		28		36		64		757		1.96%		23.1%										40～49年 ネン

		1967		38		12		50		807		1.53%		24.7%

		1968		27		16		43		850		1.31%		26.0%

		1969		55		31		86		936		2.63%		28.6%

		1970		54		23		77		1,013		2.35%		31.0%

		1971		44		25		69		1,082		2.11%		33.1%

		1972		81		32		113		1,195		3.45%		36.5%										683

		1973		46		10		56		1,251		1.71%		38.2%

		1974		41		23		64		1,315		1.96%		40.2%

		1975		42		9		51		1,366		1.56%		41.8%

		1976		45		19		64		1,430		1.96%		43.7%								30～39年 ネン

		1977		46		14		60		1,490		1.83%		45.5%

		1978		41		17		58		1,548		1.77%		47.3%

		1979		61		18		79		1,627		2.41%		49.7%

		1980		60		13		73		1,700		2.23%		52.0%

		1981		39		18		57		1,757		1.74%		53.7%

		1982		52		18		70		1,827		2.14%		55.8%								640

		1983		36		5		41		1,868		1.25%		57.1%

		1984		58		14		72		1,940		2.20%		59.3%

		1985		38		8		46		1,986		1.41%		60.7%

		1986		43		17		60		2,046		1.83%		62.5%						20～29年 ネン

		1987		67		17		84		2,130		2.57%		65.1%

		1988		59		13		72		2,202		2.20%		67.3%

		1989		54		10		64		2,266		1.96%		69.3%

		1990		32		7		39		2,305		1.19%		70.5%

		1991		44		19		63		2,368		1.93%		72.4%

		1992		36		9		45		2,413		1.38%		73.8%						506

		1993		35		10		45		2,458		1.38%		75.1%

		1994		42		7		49		2,507		1.50%		76.6%

		1995		20		6		26		2,533		0.79%		77.4%

		1996		38		16		54		2,587		1.65%		79.1%				10～19年 ネン

		1997		33		16		49		2,636		1.50%		80.6%

		1998		23		7		30		2,666		0.92%		81.5%

		1999		38		5		43		2,709		1.31%		82.8%

		2000		33		5		38		2,747		1.16%		84.0%

		2001		27		6		33		2,780		1.01%		85.0%

		2002		28		2		30		2,810		0.92%		85.9%				314

		2003		32		2		34		2,844		1.04%		86.9%

		2004		25		7		32		2,876		0.98%		87.9%

		2005		17				17		2,893		0.52%		88.4%

		2006		21		1		22		2,915		0.67%		89.1%		10年未満 ネンミマン

		2007		31		4		35		2,950		1.07%		90.2%

		2008		17		9		26		2,976		0.79%		91.0%

		2009		12		3		15		2,991		0.46%		91.4%

		2010		32		14		46		3,037		1.41%		92.8%

		2011		11		1		12		3,049		0.37%		93.2%		177

		2012		8		6		14		3,063		0.43%		93.6%

		2013		16		5		21		3,084		0.64%		94.3%

		2014		17				17		3,101		0.52%		94.8%

		2015		1				1		3,102		0.03%		94.8%

		2016		20		5		25		3,127		0.76%		95.6%

		不　　明 フメイ		30		115		145		3,272		4.43%		100.0%

		合計 ゴウケイ		2,127		1,145		3,272

		【根拠資料】→01道路橋_80国_20170904

		建設後の経過年数内訳 ケンセツゴケイカネンスウウチワケ

		経過年数 ケイカネンスウ		10年未満 ネンミマン		10～19年 ネン		20～29年 ネン		30～39年 ネン		40～49年 ネン		50年以上 ネンイジョウ		不　　明 フメイ		合計 ゴウケイ

		橋梁数 キョウリョウスウ		177橋		314橋		506橋		640橋		683橋		807橋		145橋		3,272橋

		分布 ブンプ		5%		10%		15%		20%		21%		25%		4%		100%				←合計を100%にするため、20～29年を16％から15％に調整 ゴウケイネンチョウセイ

		【根拠資料】→上表・建設年度別橋梁数 コンキョシリョウジョウヒョウ

		建設後５０年以上の橋梁数の増加 ケンセツゴネンイジョウキョウリョウスウゾウカ

		【現在】（２０１６年度） ゲンザイネンド

		建設後５０年以上の橋梁 ケンセツゴネンイジョウキョウリョウ				807橋		25%

		建設後５０年未満の橋梁 ケンセツゴネンミマンキョウリョウ				2,465橋		75%				←50年未満には不明の145橋を含む（H26年度資料に準じた） ネンミマンフメイハシフクネンドシリョウジュン

		【根拠資料】→上表・建設後の経過年数内訳 コンキョシリョウジョウヒョウ

		【１０年後】（２０２６年度） ネンゴネンド

		建設後５０年以上の橋梁 ケンセツゴネンイジョウキョウリョウ				1,490橋		46%

		建設後５０年未満の橋梁 ケンセツゴネンミマンキョウリョウ				1,782橋		54%				←50年未満には不明の145橋を含む（H26年度資料に準じた） ネンミマンフメイハシフクネンドシリョウジュン

		【根拠資料】→上表・建設後の経過年数内訳 コンキョシリョウジョウヒョウ

		【２０年後】（２０３６年度） ネンゴネンド

		建設後５０年以上の橋梁 ケンセツゴネンイジョウキョウリョウ				2,130橋		65%

		建設後５０年未満の橋梁 ケンセツゴネンミマンキョウリョウ				1,142橋		35%				←50年未満には不明の145橋を含む（H26年度資料に準じた） ネンミマンフメイハシフクネンドシリョウジュン

		【根拠資料】→上表・建設後の経過年数内訳 コンキョシリョウジョウヒョウ





グラフ (2)

				作成したグラフ サクセイ

		関東地方整備局が管理する路線別の橋梁箇所数（橋長２ｍ以上） カントウチホウセイビキョクカンリロセンベツキョウリョウカショスウキョウチョウイジョウ

		橋種別の橋梁箇所数 キョウシュベツキョウリョウカショスウ

		橋長階級区分別の橋梁数比率 キョウチョウカイキュウクブンベツキョウリョウスウヒリツ																		橋長階級区分別の延長比率 キョウチョウカイキュウクブンベツエンチョウヒリツ

		建設年度別の橋梁数の分布 ケンセツネンドベツキョウリョウスウブンプ

		建設後の経過年数内訳 ケンセツゴケイカネンスウウチワケ

		建設後50年以上の橋梁数の増加 ケンセツゴネンイジョウキョウリョウスウゾウカ

								【現在】(2016年度) ゲンザイネンド																【10年後】(2026年度) ネンゴネンド												【20年後】(2036年度) ネンゴネンド
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		建設後５０年以上の橋梁

		建設後５０年未満の橋梁
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Graph1

		建設後５０年以上の橋梁

		建設後５０年未満の橋梁
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データ

		関東地方整備局が管理する路線別の橋梁箇所数（橋長２ｍ以上） カントウチホウセイビキョクカンリロセンベツキョウリョウカショスウキョウチョウイジョウ

		路線名 ロセンメイ		Ｒ１		Ｒ４		Ｒ６		Ｒ１４		Ｒ１５		Ｒ１６		Ｒ１７		Ｒ１８		Ｒ１９		Ｒ２０		Ｒ５０		Ｒ５１		Ｒ５２		Ｒ１２６		Ｒ１２７		Ｒ１２９		Ｒ１３８		Ｒ１３９		Ｒ２４６		Ｒ２５４		Ｒ２９８		Ｒ３５７		Ｒ４０９		中部横断 チュウブオウダン		その他 タ		合計 ゴウケイ

		橋梁数 キョウリョウスウ		118		301		194		21		27		381		426		259		113		401		192		73		110		17		51		2		8		33		186		6		164		150		9		22		8		3,272

		【根拠資料】→01道路橋_80国_20170904

		橋種別の橋梁箇所数 キョウシュベツキョウリョウカショスウ

		管理
橋梁計 カンリキョウリョウケイ		鋼橋 コウキョウ		ＰＣ橋 ハシ		ＲＣ橋 ハシ		石橋 イシバシ		溝橋
(ｶﾙﾊﾞｰﾄ) ミゾバシ		その他 タ				←ＰＣ橋871橋の内、溝橋欄に○印がある69橋を除いた802橋を計上。 ハシハシウチミゾバシランシルシハシノゾハシケイジョウ

		3,272		1,375		802		481		1		588		25				←ＲＣ橋568橋の内、溝橋欄に○印がある87橋を除いた481橋を計上。 ハシハシウチミゾバシランシルシハシノゾハシケイジョウ

		（100%）		（42%）		（24%）		（15%）		（0%）		（18%）		（1%）				←溝橋588橋の内訳、溝橋欄に○印がある581橋、橋種がＢＯＸで溝橋空欄が7橋を追加計上。（BOX_432橋、PC橋_69橋、RC橋_87橋） ミゾハシハシウチワケミゾバシランシルシハシキョウシュミゾバシクウランハシツイカケイジョウハシハシハシハシハシ

														（平成29年3月31日現在） ヘイセイネンガツニチゲンザイゲンザイ				←その他25橋の内訳、RC,BOXが1橋、RC,PCが6橋、SRCが5橋、鋼,PCが10橋、鋼,RCが3橋を計上。 タハシウチワケハシハシハシハガネハシハガネケイジョウ

		【根拠資料】→【関東】■＜個別施設橋梁リスト＞長寿命化修繕計画（平成29年度版） コンキョシリョウ																←ＰＣ橋の率は、個別に計算すると24.51％≒25％となるが、全体を100％とするため24％に調整。 ハシリツコベツケイサンゼンタイチョウセイ

		※１）１つの橋で橋種が複数の場合は、「その他」として計上しています。 ハシキョウシュフクスウバアイタケイジョウ

		※２）溝橋（ｶﾙﾊﾞｰﾄ）は、橋長２ｍ以上かつ土被り１ｍ未満を計上しています。 ミゾバシキョウチョウイジョウドカブミマンケイジョウ

		構造形式別の橋梁箇所数 コウゾウケイシキベツキョウリョウカショスウ

		管理
橋梁計 カンリキョウリョウケイ		桁橋 ケタハシ		床版橋 ショウバンハシ		トラス橋 ハシ		アーチ橋 ハシ		ラーメン橋 ハシ		BOX
ｶﾙﾊﾞｰﾄ		その他 タ

		0

		（0%）		（0%）		（0%）		（0%）		（0%）		（0%）		（0%）		（0%）

																（平成年月日現在） ヘイセイネンガッピゲンザイ

		※１）１つの橋で構造形式が複数の場合は、「その他」として計上しています。 ハシコウゾウケイシキフクスウバアイタケイジョウ

		※２）「橋梁箇所数の内訳」については、Ｐ○○を参照。 キョウリョウカショスウウチワケサンショウ

		橋長階級区分別の橋梁数・延長 キョウチョウカイキュウクブンベツキョウリョウスウエンチョウ																																				100m以上の橋梁の割合 イジョウキョウリョウワリアイ

		区分 クブン		15m未満 ミマン				15～20m未満 ミマン				20～30m未満 ミマン				30～50m未満 ミマン				50～100m未満 ミマン				100～200m未満 ミマン				200m以上 イジョウ				合　　計 アケイ

		橋梁数 キョウリョウスウ		1,145 橋				244 橋				426 橋				436 橋				415 橋				238 橋				368 橋				3,272 橋						606 橋

		橋梁数比率 キョウリョウスウヒリツ		35%				8%				13%				13%				13%				7%				11%				100%						18%		19%		を7%+11%=18%に調整 チョウセイ

		累計延長 ルイケイエンチョウ		8,224.3 ｍ				4,248.2 ｍ				10,356.7 ｍ				16,470.7 ｍ				29,651.8 ｍ				32,958.2 ｍ				172,388.4 ｍ				274,298.3 ｍ						205,347 ｍ

		橋梁延長比率 キョウリョウエンチョウヒリツ		3%				2%				4%				6%				11%				12%				63%				100%						75%

		【根拠資料】→01道路橋_80国_20170904

		区分 クブン		15m未満		15～20m
未満		20～30m
未満		30～50m
未満		50～100m
未満		100～200m
未満		200m以上

		橋梁数比率 キョウリョウスウヒリツ		35%		8%		13%		13%		13%		7%		11%

		橋梁延長比率 キョウリョウエンチョウヒリツ		3%		1%		4%		6%		11%		12%		63%				←合計を100%にするため、15～20m未満を２％から１％に調整 ゴウケイミマンチョウセイ

		建設年度別橋梁数 ケンセツネンドベツキョウリョウスウ

				橋長１５ｍ以上 キョウチョウイジョウ		橋長１５ｍ未満 キョウチョウミマン		全体数 ゼンタイスウ		累計数 ルイケイスウ		割合 ワリアイ		橋梁箇所数累計 キョウリョウカショスウルイケイ												50年以上 ネンイジョウ

		1911		1				1		1		0.03%		0.03%

		1912						0		1		0.00%		0.03%

		1913						0		1		0.00%		0.03%

		1914						0		1		0.00%		0.03%

		1915						0		1		0.00%		0.03%

		1916						0		1		0.00%		0.03%

		1917				1		1		2		0.03%		0.1%

		1918						0		2		0.00%		0.1%

		1919						0		2		0.00%		0.1%

		1920						0		2		0.00%		0.1%

		1921						0		2		0.00%		0.1%

		1922				1		1		3		0.03%		0.1%

		1923				1		1		4		0.03%		0.1%

		1924				1		1		5		0.03%		0.2%

		1925				1		1		6		0.03%		0.2%

		1926		4		7		11		17		0.34%		0.5%

		1927		3		2		5		22		0.15%		0.7%

		1928				1		1		23		0.03%		0.7%

		1929		2		6		8		31		0.24%		1.0%

		1930		4		2		6		37		0.18%		1.1%

		1931				9		9		46		0.28%		1.4%

		1932		3		11		14		60		0.43%		1.8%

		1933		5		27		32		92		0.98%		2.8%

		1934		2		5		7		99		0.21%		3.0%

		1935		1		3		4		103		0.12%		3.2%

		1936		2		3		5		108		0.15%		3.3%

		1937		2		3		5		113		0.15%		3.5%

		1938		3		7		10		123		0.31%		3.8%												807

		1939		1		1		2		125		0.06%		3.8%

		1940		3		7		10		135		0.31%		4.1%

		1941				2		2		137		0.06%		4.2%

		1942				6		6		143		0.18%		4.4%

		1943						0		143		0.00%		4.4%

		1944				1		1		144		0.03%		4.4%

		1945				7		7		151		0.21%		4.6%

		1946						0		151		0.00%		4.6%

		1947		1		2		3		154		0.09%		4.7%

		1948				7		7		161		0.21%		4.9%

		1949		3		6		9		170		0.28%		5.2%

		1950		2		4		6		176		0.18%		5.4%

		1951		1		2		3		179		0.09%		5.5%

		1952		4		4		8		187		0.24%		5.7%

		1953		4		4		8		195		0.24%		6.0%

		1954		2		13		15		210		0.46%		6.4%

		1955		7		28		35		245		1.07%		7.5%				1955年～1973年に
かけて建設
された橋梁 ネンネンケンセツキョウリョウ

		1956		5		13		18		263		0.55%		8.0%

		1957		7		32		39		302		1.19%		9.2%

		1958		22		16		38		340		1.16%		10.4%				1,041

		1959		15		14		29		369		0.89%		11.3%				32%

		1960		21		31		52		421		1.59%		12.9%

		1961		12		28		40		461		1.22%		14.1%

		1962		27		36		63		524		1.93%		16.0%

		1963		32		29		61		585		1.86%		17.9%

		1964		37		31		68		653		2.08%		20.0%

		1965		15		25		40		693		1.22%		21.2%

		1966		28		36		64		757		1.96%		23.1%										40～49年 ネン

		1967		38		12		50		807		1.53%		24.7%

		1968		27		16		43		850		1.31%		26.0%

		1969		55		31		86		936		2.63%		28.6%

		1970		54		23		77		1,013		2.35%		31.0%

		1971		44		25		69		1,082		2.11%		33.1%

		1972		81		32		113		1,195		3.45%		36.5%										683

		1973		46		10		56		1,251		1.71%		38.2%

		1974		41		23		64		1,315		1.96%		40.2%

		1975		42		9		51		1,366		1.56%		41.8%

		1976		45		19		64		1,430		1.96%		43.7%								30～39年 ネン

		1977		46		14		60		1,490		1.83%		45.5%

		1978		41		17		58		1,548		1.77%		47.3%

		1979		61		18		79		1,627		2.41%		49.7%

		1980		60		13		73		1,700		2.23%		52.0%

		1981		39		18		57		1,757		1.74%		53.7%

		1982		52		18		70		1,827		2.14%		55.8%								640

		1983		36		5		41		1,868		1.25%		57.1%

		1984		58		14		72		1,940		2.20%		59.3%

		1985		38		8		46		1,986		1.41%		60.7%

		1986		43		17		60		2,046		1.83%		62.5%						20～29年 ネン

		1987		67		17		84		2,130		2.57%		65.1%

		1988		59		13		72		2,202		2.20%		67.3%

		1989		54		10		64		2,266		1.96%		69.3%

		1990		32		7		39		2,305		1.19%		70.5%

		1991		44		19		63		2,368		1.93%		72.4%

		1992		36		9		45		2,413		1.38%		73.8%						506

		1993		35		10		45		2,458		1.38%		75.1%

		1994		42		7		49		2,507		1.50%		76.6%

		1995		20		6		26		2,533		0.79%		77.4%

		1996		38		16		54		2,587		1.65%		79.1%				10～19年 ネン

		1997		33		16		49		2,636		1.50%		80.6%

		1998		23		7		30		2,666		0.92%		81.5%

		1999		38		5		43		2,709		1.31%		82.8%

		2000		33		5		38		2,747		1.16%		84.0%

		2001		27		6		33		2,780		1.01%		85.0%

		2002		28		2		30		2,810		0.92%		85.9%				314

		2003		32		2		34		2,844		1.04%		86.9%

		2004		25		7		32		2,876		0.98%		87.9%

		2005		17				17		2,893		0.52%		88.4%

		2006		21		1		22		2,915		0.67%		89.1%		10年未満 ネンミマン

		2007		31		4		35		2,950		1.07%		90.2%

		2008		17		9		26		2,976		0.79%		91.0%

		2009		12		3		15		2,991		0.46%		91.4%

		2010		32		14		46		3,037		1.41%		92.8%

		2011		11		1		12		3,049		0.37%		93.2%		177

		2012		8		6		14		3,063		0.43%		93.6%

		2013		16		5		21		3,084		0.64%		94.3%

		2014		17				17		3,101		0.52%		94.8%

		2015		1				1		3,102		0.03%		94.8%

		2016		20		5		25		3,127		0.76%		95.6%

		不　　明 フメイ		30		115		145		3,272		4.43%		100.0%

		合計 ゴウケイ		2,127		1,145		3,272

		【根拠資料】→01道路橋_80国_20170904

		建設後の経過年数内訳 ケンセツゴケイカネンスウウチワケ

		経過年数 ケイカネンスウ		10年未満 ネンミマン		10～19年 ネン		20～29年 ネン		30～39年 ネン		40～49年 ネン		50年以上 ネンイジョウ		不　　明 フメイ		合計 ゴウケイ

		橋梁数 キョウリョウスウ		177橋		314橋		506橋		640橋		683橋		807橋		145橋		3,272橋

		分布 ブンプ		5%		10%		15%		20%		21%		25%		4%		100%				←合計を100%にするため、20～29年を16％から15％に調整 ゴウケイネンチョウセイ

		【根拠資料】→上表・建設年度別橋梁数 コンキョシリョウジョウヒョウ

		建設後５０年以上の橋梁数の増加 ケンセツゴネンイジョウキョウリョウスウゾウカ

		【現在】（２０１６年度） ゲンザイネンド

		建設後５０年以上の橋梁 ケンセツゴネンイジョウキョウリョウ				807橋		25%

		建設後５０年未満の橋梁 ケンセツゴネンミマンキョウリョウ				2,465橋		75%				←50年未満には不明の145橋を含む（H26年度資料に準じた） ネンミマンフメイハシフクネンドシリョウジュン

		【根拠資料】→上表・建設後の経過年数内訳 コンキョシリョウジョウヒョウ

		【１０年後】（２０２６年度） ネンゴネンド

		建設後５０年以上の橋梁 ケンセツゴネンイジョウキョウリョウ				1,490橋		46%

		建設後５０年未満の橋梁 ケンセツゴネンミマンキョウリョウ				1,782橋		54%				←50年未満には不明の145橋を含む（H26年度資料に準じた） ネンミマンフメイハシフクネンドシリョウジュン

		【根拠資料】→上表・建設後の経過年数内訳 コンキョシリョウジョウヒョウ

		【２０年後】（２０３６年度） ネンゴネンド

		建設後５０年以上の橋梁 ケンセツゴネンイジョウキョウリョウ				2,130橋		65%

		建設後５０年未満の橋梁 ケンセツゴネンミマンキョウリョウ				1,142橋		35%				←50年未満には不明の145橋を含む（H26年度資料に準じた） ネンミマンフメイハシフクネンドシリョウジュン

		【根拠資料】→上表・建設後の経過年数内訳 コンキョシリョウジョウヒョウ





グラフ (2)

				作成したグラフ サクセイ

		関東地方整備局が管理する路線別の橋梁箇所数（橋長２ｍ以上） カントウチホウセイビキョクカンリロセンベツキョウリョウカショスウキョウチョウイジョウ

		橋種別の橋梁箇所数 キョウシュベツキョウリョウカショスウ

		橋長階級区分別の橋梁数比率 キョウチョウカイキュウクブンベツキョウリョウスウヒリツ																		橋長階級区分別の延長比率 キョウチョウカイキュウクブンベツエンチョウヒリツ

		建設年度別の橋梁数の分布 ケンセツネンドベツキョウリョウスウブンプ

		建設後の経過年数内訳 ケンセツゴケイカネンスウウチワケ

		建設後50年以上の橋梁数の増加 ケンセツゴネンイジョウキョウリョウスウゾウカ
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２．関東地方整備局管内の現状（トンネル）

○関東地方整備局が管理する道路トンネルは８３箇所（山岳トンネル）。※１
○２０年後には、建設後５０年以上経過した割合が７０％まで急激に増加。

建設年代別のトンネル箇所数の分布

建設後５０年以上のトンネル箇所数の割合
１０年後
（2026年）

建設後の経過年数内訳

全トンネル
82箇所

平成29年3月末時点
※山岳トンネル

9

51年以上

41～50年

31～40年

21～30年

11～20年

10年以下

※１ 平成２９年３月３１日時点

２０年後
（2036年）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
トンネルも同様です。関東地方整備局管理のトンネルは８２本あります。既に約半数が建設経過５０年以上となっており、１０年後には約６２％、２０年後には約７０％とトンネルも急激に増加します



３．関東地方整備局の取組み

TEC－ＦＯＲＣＥ活動

（関東維持管理技術センター）

○関東地方整備局は平成２１年度より道路管理課道路保全企画室を設置し、道路構造物の保全
に関する業務を強化。

○現在は、国道事務所にも道路構造保全官として保全担当者を配置。また、関東維持管理技術
センターを設置し、戦略的な維持管理・更新を実現するために現場で必要とされる技術開発等
を効率的に推進。

○災害時には、TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）としても活動。

熊本地震時の活動

H28台風10号時の活動

10

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような老朽化による被害を防ぐため、構造物の老朽化対策を推進するために道路構造物の保全専門の組織を設置しています。また出先機関の国道事務所にも道路構造保全官として保全担当従事者を配置し、さらに関東維持管理技術センターという戦略的な維持管理・更新を実現するための組織を設置しています。この他、緊急災害対策派遣隊：TEC-FORCEとしても活動しています。最近では、熊本地震や昨年度の台風１０号による被害の調査などを行いました。
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３．関東地方整備局の取組み（点検）

○ 橋梁等の道路構造物の点検については、５年間で全ての施設を点検できるよう点検計
画を定めて実施している。

○ 道路構造物がおかれている現場条件を考慮し、点検方法を定めている。

○ 橋梁等の道路構造物の点検については、規模や現場条件などを考慮して仮設設備（足
場や点検車等）を工夫し効率化やコスト縮減を図っている。

橋梁補修工事で設置した足場を橋梁点検にも利用する
ことで、足場と規制帯の費用を縮減。現道交通規制日数
も短縮。

吊り足場設置が必要となる橋梁において、移動足場（ラッ
ク足場）を採用することで、橋梁点検における足場のコスト
を縮減。



【診断の工夫】本局、管理事務所、診断業者による判定会議

【概要】 点検・診断結果に基づき、損傷原因等を考察し判定区分の妥当性を確認

【メンバー構成】
管理事務所 ： 事務所長、副所長、管理担当課長、出張所長等
本局道路部 ： 道路保全企画官、道路構造保全官等
技術事務所 ： 事務所長、総括構造物維持管理官、構造物維持管理官

維持管理技術課長等
受 注 者 等 ： 点検受注者、診断受注者

【見学者】 平成２８年度より、要望があれば地方公共団体管理者への見学会を行っている。

責任の明確化（管理事務所長） 、主観的判断（思い込み）の排除

３．関東地方整備局の取組み（診断）

12

・判断区分の決定にあたってのポイ
ントがわかり非常に勉強になった

・損傷状況の原因究明や補修等に
よる解決策の技術的なことが必要
不可欠であると感じた

など

見学会の感想



３．関東地方整備局の取組み（点検結果）

◆判定区分

13

○平成２６年度より定期点検要領（平成２６年６月）に基づく道路構造物の点検を実施。
○平成２６～２８年度の橋梁、トンネルの点検結果は、以下のとおり。

◆平成２６～２８年度定期点検結果

施設名 全施設数 点検実施施設数
点検結果

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

橋梁 3,272 1,714 822 712 180 0

トンネル 83 57 1 39 14 3



３．関東地方整備局の取組み（修繕計画）

○ 関東地方整備局では、道路施設を予防保全型の管理へ転換することにより、管理施設の長寿命化
を図る。

○ 個別施設計画に基づき、計画的に対策を行うことにより、ライフサイクルコストの縮減・維持管理費
用の平準化を図る。

○ 計画的に、定期点検を行い、新たに対策の必要な損傷を発見し対応をするため、個別施設計画は、
最新の点検結果等に基づき毎年度更新。

14

定期点検

カルテ作成
（諸元、点検結果、補修履歴）

橋も健全であるためには適切な点検・
保全を継続して行うことが重要

予防保全（補修工事）



３．関東地方整備局の取組み（予防保全）

○ これまでの補修については、損傷が悪化してからの事後保全対応。

○ 今後は、損傷原因を考慮し損傷程度が小さい状態で対策を実施する予防保全へ移行。

○ 予防保全は長期的な修繕コストを抑えて長寿命化を実現。

15

判定区分Ⅱ 判定区分Ⅱ

判定区分Ⅲ
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３．関東地方整備局の取組み（予防保全）



３．関東地方整備局の取組み（予防保全）

排水桝の詰まり

路面上の帯水による床版の劣化や排
水管の腐食などに留まらず、オーバー
フローした水により各部材の健全性に
多大な影響を及ぼす。

17

◆損傷原因の例（土砂堆積）

【施工後】



３．関東地方整備局の取組み（予防保全）

日常における維持管理が長寿命化のカギ

支承廻りに堆積した土砂

支承の腐食、機能障害などを引き起
こし、支承のみならず橋全体に悪影響
を及ぼす。

◆損傷原因の例（土砂堆積）

18

【施工後】
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３．関東地方整備局の取組み（記録）
○ メンテナンスサイクルを回していくためには、点検・診断及び修繕した内容を記録し、次の点検や修

繕へ反映することが重要。

○ 点検要領で定められた点検調書を作成し保管。

○ 点検調書以外にも諸元、過去の点検記録や修繕記録等をまとめたカルテを作成。

○ 記録の効率化を図るためデータベース化して記録内容を保存。

橋梁点検調書

道路橋データベース

橋梁管理カルテ
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３．関東地方整備局の取組み（記録）

○ 国土交通省では、国民・道路利用者の皆様に道路インフラや老朽化対策の現状をご理解頂くため、
点検の実施状況や結果等を調査し、「道路メンテナンス年報」としてまとめている。

国土交通本省ＨＰ



４．地方公共団体への支援
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４．地方公共団体への支援
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４．地方公共団体への支援 道路メンテナンス会議

○関係機関の連携による検討体制を整え、課題の状況を継続的に把握・共有し、効果的な老
朽化対策の推進を図ることを目的に、平成２６年７月までに各都県で「道路メンテナンス会
議」を設置。

○点検結果、一括発注や点検講習会等の取組み状況について議論。

23

・地方整備局(直轄事務所)
・地方公共団体(都道府県、市町村)
・高速道路会社(ＮＥＸＣＯ･首都高速道
路･阪神高速道路･本州四国連絡高速道路･
指定都市高速道路等)
・道路公社

体制

１．研修・基準類の説明会等の調整
２．点検・修繕において、優先順位等の考え
方に該当する路線の選定・確認

３．点検・措置状況の集約･評価･公表
４．点検業務の発注支援(地域一括発注等)
５．技術的な相談対応 等

役割

○道路メンテナンス会議を通じて、地方公共
団体における老朽化対策の取り組み事例を
共有

＜取り組み事例＞
・点検･診断の高度化・効率化、補修計画の
適正化等のため、産学官の連携により、点
検･診断･措置情報を効率的に記録すること
が出来るデータベースシステムの開発･導入
・技術力の向上、点検費用の削減のため、
道路メンテナンス会議と市による合同点検
（直営点検）の実施
・県による市町村への橋梁補修工法等に関
する技術的助言を行う相談窓口の設置

地方公共団体の取り組み事例の共有



４．地方公共団体への支援 講習会・直轄診断

○点検技術向上のため、各都県道路メンテナンス会議主催の講習会を開催。
○平成２９年度は、関東地方整備局管内で２９回実施 ６１２人の参加。
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○地方公共団体への支援策の一つとして、点検等に際して緊急かつ高度な技術力を要する可能性が
高い施設について直轄診断※を実施。

○平成２８年度に群馬県神流町の御鉾橋を直轄診断している。

現地研修
日付：平成２９年７月２１日
場所：国道４号草加高架ランプ橋
参加者：地方公共団体の職員 等

栃木県道路メンテナンス会議講習
会
日付：平成２９年１１月７日
場所：五行橋（栃木県さくら市）
参加者：地方公共団体の職員 等

【※直轄診断】

地方公共団体の技術力等に鑑みて支援
が必要なものに限り、国が地方整備局、国
土技術政策総合研究所、国立研究開発法
人土木研究所の職員で構成する「道路メン
テナンス技術集団」を派遣し、技術的な助
言を行うもの。

損傷状況調査（全景） 上部工の損傷状況調査
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（3）過積載撲滅に向けた取組みの強化

○今後、加速度的に増加する老朽化インフラに対するにあたり、メンテナンスのセカンドステージと
して、以下の取組みを実施
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